
千厩市民センター主催の元気セミナーは7月

25日、「和紙ほの灯り講座」を開催しました。

東山和紙クラフト制作グループ「心和温」さ

んを講師に、受講生9人は伝統工芸・東山和紙

の温もりを感じながら、オリジナルの灯りづくりに

挑戦。柔らかな光に包まれた作品は、地域の文

化と手仕事の魅力を伝えるものとなりました。
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千厩・小梨・磐清水市民センター共催の

学びの土曜塾は7月31日、「竹灯りづくり」

＆「けいさつかんのお仕事を知ろう」を実

施。16人の児童が参加しました。

午前は北上川サポート協会の指導で、竹

灯りづくりに挑戦し、幻想的な光を手作り。

お昼の流しそうめんでは全長10メートル
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秋の全国交通運動の実施

県内過去5年で10名死亡、1名が行方不明

山の恵みの収穫よりも安全第一で！

大船渡線の歩みをたどる

健康体操教室

啓蟄や猫をお供に畑に入る 碧
手作りの紙の雛も客を待つ 秋 水
春の香と磯の香みたす若布汁 妙 女
新若布しゃぶしゃぶすれば青の宇宙 京
満作の手折るに高く伸びすぎぬ 川 古
漕ぎいでよ大船渡湾へ若布刈舟 てい子
啓蟄や旅行のチラシ篤と見る 一 古
啓蟄の蜘蛛の早足床の上 井 鶯
春の川何かの蓋が石の上 この実
春光やカーテンごしの猫の背(せな) 華
春うらら有難きかな陽のシャワー 光 風
茎若布牛ぼう椎茸味良くし  春 星

参加者募集

【運動期間】

【運動重点】

9月21日（日）から9月30日（火）まで
交通事故死ゼロを目指す日 9月30日（火）

〇歩行者の安全な道路横断
方法の実施と反射材用品や
明るい目立つ色の衣服等の
着用推進

〇ながらスマホや飲酒運転
等の根絶と夕暮れ時の早め
のライト点灯やハイビームの
活用推進

〇自転車・特定小型原動機
付自転車の交通ルールの理
解・遵守の徹底とヘルメット
の着用推進

千厩市民センター主催の元気セミナーは19日、

「マクラメ編みにチャレンジ」を開催しました。

受講生15人は、講師のMacrameリン佐藤彩子

さんの丁寧な指導のもと、1回目のこの日は基本

の編み方を中心に学びました。全3回の講座で

素敵な壁飾りが出来上がる予定です。
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山菜採りによる遭難事故の防止

マクラメ編み 全3回実施

せんまや里山塾 移動研修

「エアロビクス・ヨガ」

写経体験

2勝2敗で終了

ぼ
く
か
ん

超えのそうめん竹が登場し、笑顔いっぱい

で涼を楽しみました。

午後は千厩警察署さんの仕事について、

警官の装備の装着やパトカー乗車を通じて

地域安全を守る大切さを学びました。

ものづくりと職業体験を通じて、参加者た

ちは充実した一日を過ごしました。

光と涼とお仕事体験の一日 学びの土曜塾

せんまや里山塾「郷土の歴史を学ぶ」

コースは5日、移動研修を実施。一関市大東

町にある「一関市民俗資料館」を訪問。

企画展の「くらしのなかの大船渡線」では

大船渡線と地域との歩みに触れる貴重な資

料や展示を見学し、知識を深めました。

市老連ボッチャ大会

4日、ヒロセユードー
ムで行われた第3回 市
長杯市老連ボッチャ大
会で、千厩地区チーム
は2勝2敗でした。
選手のみなさんお疲

れさまでした。

はじめての

9月3日（水）受付スタート

和紙のぬくもり灯りにこめて
元気セミナー 「和紙のほの灯り講座」
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